
数字から見る被災者
①応急仮設住宅戸数
②借り上げ民間賃貸住宅・入居戸数
③県外への避難者数

　

３
月
２
日
、
自
分
が
得
意
な

こ
と
（
ス
キ
ル
）
を
登
録
す
る

と
、
合
っ
た
復
興
支
援
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
教
え
て
く
れ
る
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
「skillstock

（
ス
キ
ル
ス
ト
ッ
ク
）」
が
公
開

さ
れ
た
。
公
開
か
ら
２
週
間
の

３
月
18
日
時
点
で
登
録
ス
キ
ル

数
は
９
６
６
件
、
登
録
者
数
は

６
１
０
名
。
登
録
さ
れ
て
い
る

ス
キ
ル
も
実
に
多
彩
（
表
）。

例
え
ば
「
原
稿
執
筆
が
で
き
ま

す
」
と
登
録
し
た
ユ
ー
ザ
ー
に

は
「
仮
設
住
宅
で
の
聞
き
取
り

調
査
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
マ

イ
ペ
ー
ジ
に
掲
示
さ
れ
る
。

　

被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
る

中
、「『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
と
一

括
り
し
た
の
で
は
見
え
て
こ
な

か
っ
た
一
人
一
人
の
強
み
が
被

災
地
で
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
全
体
統
括

の
藤
代
裕
之
さ
ん
は
話
す
。

　

逆
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
た
い
場
合
は
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
イ
ン
フ
ォ
」（http://

volunteerinfo.jp/

）
に
登
録

す
る
と
自
動
的
に
「
ス
キ
ル
ス

ト
ッ
ク
」
に
も
掲
載
さ
れ
る
。

現
在
は
必
要
が
な
く
て
も
サ
イ

ト
内
の
「
み
ん
な
の
ス
キ
ル
」

を
確
認
し
て
お
け
ば
、
今
後
ど

う
い
っ
た
依
頼
が
可
能
な
の
か

把
握
で
き
る
だ
ろ
う
。

ス
キ
ル
を
活
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
！

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
ス
キ
ル
ス
ト
ッ
ク
」
が
オ
ー
プ
ン

第
一
回
配
分
額
３
０
５
３
億
円

住
宅
整
備
関
連
事
業
に
重
点

復興交付金福
島
大
学
、
世
界
へ
情
報
発
信

カ
ス
ト
ロ
前
議
長
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
専
門
家
へ

　

福
島
か
ら
世
界
へ
、
情
報
発

信
が
進
ん
で
い
る
。
キ
ュ
ー
バ

の
首
都
ハ
バ
ナ
で
は
、
国
際
交

流
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の

主
催
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル 

ヒ

バ
ク
シ
ャ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
行

わ
れ
、
福
島
大
学
の
丹
波
史
紀

准
教
授
ら
が
カ
ス
ト
ロ
前
国
家

評
議
会
議
長
を
含
む
約
百
名
の

キ
ュ
ー
バ
識
者
や
現
地
メ
デ
ィ

ア
に
対
し
て
震
災
後
の
福
島
の

現
状
を
伝
え
た
。
カ
ス
ト
ロ
前

岩手県
①	１３,９８４戸
②	 ３,７６２戸
③	 １,５７８人

宮城県
①	２２,０９５戸
②	２６,０５０戸
③	 ８,４８３人

福島県
①	１６,６８３戸
②	２５,２７５戸
③６２,８３１人

※①３月１２日現在、国土交通省調べ　②
３月１３日現在、③３月８日現在、ともに
政府・東日本大震災復興対策本部調べ

カ
ス
ト
ロ
前
議
長
に

福
島
の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
渡
す
丹
波
准
教
授

議
長
は
「
貴
重
な
証
言
を
世

界
へ
も
っ
と
伝
え
る
べ
き
だ
」

と
、
そ
の
場
で
５
カ
国
語
対
応

の
書
籍
化
を
提
案
す
る
と
と
も

に
「
自
然
と
共
存
し
尊
厳
あ
る

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
」
と
希

望
を
述
べ
た
。

　

市
内
中
心
部
か
ら
約
50
キ
ロ

先
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
ポ
イ
ン
ト

原
発
を
持
つ
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
も
、
現
地
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

主
催
す
る
専
門
家
向
け
カ
ン
フ

　

政
府
が
復
興
支
援
策
の
目
玉

と
し
た
復
興
交
付
金
に
つ
い
て
、

第
一
回
交
付
可
能
額
が
公
表
さ

れ
た
。
宮
城
県
１
４
３
６
億
円
、

岩
手
県
９
５
７
億
円
、
福
島
県

６
０
３
億
円
、
申
請
し
た
７
県

総
額
で
は
３
０
５
３
億
円
（
全

事
業
費
ベ
ー
ス
）
と
な
っ
た
。

　

主
な
配
分
先
事
業

は
水
産
・
漁
港
関
連

施
設
整
備
事
業
に
２

５
８
億
円
、
防
災
集

団
移
転
促
進
事
業
に

５
１
６
億
円
、
災
害

公
営
住
宅
整
備
事
業

に
１
３
５
６
億
円
、

造
成
宅
地
滑
動
落
対

策
事
業
に
３
２
４
億

円
。
沿
岸
部
の
主
力

産
業
で
あ
る
漁
業
支

援
に
よ
る
仕
事
づ
く

り
と
、
避
難
生
活
者

が
34
万
人
を
超
え
る

中
、
早
急
な
対
応
が

求
め
ら
れ
る
住
宅
整
備
に
つ
い

て
、
重
点
が
置
か
れ
た
形
と

な
っ
た
。

　

住
民
と
の
合
意
形
成
や
用
地

確
保
に
時
間
が
か
か
り
計
画
の

遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
住
宅

整
備
事
業
だ
が
、
今
回
の
交
付

に
よ
り
一
歩
前
進
し
た
形
に
。

将
来
被
災
の
恐
れ
の
あ
る
地
域

の
住
宅
地
を
高
台
や
内
陸
へ
移

転
す
る
防
災
集
団
移
転
促
進
事

業
で
は
、
12
市
町
村
54
地
区
が

早
期
事
業
着
手
予
定
地
区
と
し

て
、
測
量
や
設
計
、
用
地
取
得

の
た
め
の
予
算
を
確
保
し
た
。

　

ま
た
仮
設
住
宅
の
後
の
住
居

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
災
害

公
営
住
宅
に
お
い
て
も
、
５
５

０
０
戸
が
２
０
１
２
年
度
ま
で

に
着
工
し
２
０
１
3
年
度
に
完

成
予
定
。
約
５
万
２
千
戸
の
仮

設
住
宅
の
約
一
割
に
留
ま
る
が
、

並
行
し
て
住
民
の
経
済
状
況
回

復
に
よ
る
自
立
的
な
住
宅
購
入

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

集
団
移
転
お
よ
び
公
営
住
宅

の
両
事
業
の
実
施
に
お
い
て
は
、

仮
設
住
宅
用
地
の
確
保
や
被
災

者
へ
の
住
宅
無
償
提
供
、
建
設

専
門
支
援
職
員
の
自
治
体
へ
の

派
遣
な
ど
震
災
直
後
か
ら
支
援

更
な
る
復
興
事
業
実
施
へ
期
待

第
二
回
申
請

３
月
末

ァ
レ
ン
ス
が
開
か
れ
た
。
福
島

大
学
丹
波
准
教
授
に
加
え
、
環

境
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
の
飯
田

所
長
ら
が
登
壇
し
、
事
故
に
よ

る
影
響
や
事
故
対
応
の
初
動
に

関
し
て
現
地
専
門
家
た
ち
と
意

見
交
換
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
前
後
し

て
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
ポ
イ
ン
ト
原

発
閉
鎖
を
求
め
る
民
間
デ
モ
が

行
わ
れ
た
が
、
原
発
是
非
の
議

論
が
世
界
的
に
行
わ
れ
る
中
、

福
島
で
起
き
た
事
実
と
未
来
に

関
す
る
情
報
発
信
は
、
そ
の
重

要
性
を
高
め
て
い
る
。

　

次
回
の
交
付
金
申
請
の
た
め

の
事
業
計
画
提
出
は
３
月
末
。

住
民
と
の
合
意
も
進
み
更
な
る

住
宅
整
備
事
業
計
画
が
予
想
さ

を
続
け
て
き
た
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

が
、
複
数
の
市
町
と
共
同
で
推

進
し
て
い
る
。
宮
城
県
塩
竈
市

を
皮
切
り
に
、
同
県
女
川
町
、

れ
て
い
る
。
今
回
の
交
付
額
は

自
治
体
側
の
要
望
額
と
の
比
較

で
は
全
体
で
約
６
割
に
留
ま

り
、
復
興
庁
と
自
治
体
で
求
め

南
三
陸
町
、
岩
手
県
山
田
町
、

陸
前
高
田
市
、
福
島
県
新
地
町

に
お
い
て
協
業
が
決
定
し
て
い

る
。

る
計
画
レ
ベ
ル
等
の
認
識
の
ず

れ
が
指
摘
さ
れ
た
。
精
度
の
高

い
計
画
・
立
案
と
綿
密
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、

よ
り
多
く
の
事
業
が
実
現
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

第１回復興交付金　主な事業 単位：億円

事業名 交付対象市町村数 交付可能額

水産・漁港関連施設整備事業 21 258
防災集団移転促進事業

〃

12 437
（調査費） 15 79

災害公営住宅整備事業 32 1,356
農地整備事業 16 52.8
都市防災総合推進事業 39 30
市街液状化対策事業 6 7.9
造成宅地滑動崩落対策事業 12 324.7

登録されているスキルの例 ※（　）は登録分野

算数、数学、低学年指導ができます（教育）

バルーンアートができます（エンタメ）

人を笑顔にすることができます（エンタメ）

話し相手ができます（ケア・健康）

Hot Yoga を教えることができます（ケア・健康）

通信工事ができます（建築・土木）

家具の修理ができます（建築・土木）

翻訳（日⇔英）ができます（情報発信）

アンケート調査・集計ができます（情報発信）

パソコン初心者に操作指導ができます（教育）

「スキルストック」ＷＥＢサイト

５
２０１2 年（平成 24 年）3 月 26 日　月曜日

２０１２年（平成 24 年）3 月 26 日 月曜日（復興 381 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 5 号（1）

第 号被災地復興に取り組む人のための業界新聞
http://www.rise-tohoku.jp/

〒151-0053  東京都渋谷区代々木  2-10-9-8Ｆ
http://www.h-u-g.jp　e-mail: info@h-u-g.jp

発行所　NPO 法人 HUG 月２回  発行
創刊 　２０１２年（平成24年）１月１６日 月曜日
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政策
復興交付金一次配分額決定
復興庁は復興交付金の第一回配分額
を発表。宮城県の１４３６億円を筆
頭に７県 59 市町村に事業費ベース
３０５３億円。

復興庁に企業連携部署新設
復興庁は４月１日より復興庁および
復興局内に民間企業連携推進のため
に経団連ほかから約 20 人の民間人
員を配置すると発表。

岩手県、沿岸部人員重点配置
岩手県は定期人事異動において、沿
岸部に人員を重点的に配置。前年比
１７４人増。復興推進課の設置や土
木部門の技術職員増員など。

生活・まちづくり
福島仮設住宅６００戸移築へ
福島県は、入居見込みの無い中通り
の仮設住宅を浜通りへ移設すると発
表。今後も仮設住宅は新設ではなく
移設で対応する方針。

ＪＲ八戸線、全線運転再開
震災で不通となっていたＪＲ八戸線
は、昨年再開した八戸−種市間に続
き種市ー久慈間も運転再開した。全
線再開は在来線で初。

釜石防波堤　復旧着工式
約８割が破損した釜石市の防波堤の
災害復旧着工式が行われた。工事
は２０１５年３月完了、総事業費
４９０億円の見込み。

産業復興
福島県２特区申請
福島県は県内 59 市町村と共同で産
業投資促進および医療関連産業の特
区を申請。復興庁は同申請の復興推
進計画を認定した。

東北銀行、被災企業へ追加支援
東 北 銀 行 は、 被 災 企 業 の 今 後 の
復興資金需要に対応するために、
１００億円規模の公的資金導入を検
討すると発表した。

マツキヨ、東北進出加速
マツモトキヨシＨＤは東北地方に
62 店舗展開する宮城県のダルマ薬
局の買収を発表。創業家から全株を
５月に取得する予定。

再生支援機構業務開始
二重ローン問題の解決を目的とした
東日本大震災事業者再生支援機構が
業務を開始。債権買い取り枠は最大
５０００億円。

農業・漁業
宮城の農漁協に公的資本注入
農林水産省と金融庁は復興の財務基
盤強化支援策として、宮城県内の５
農協と県漁協に対して総額２２６億
円超の資本注入を決定した。

原発・放射能
双葉町、県内帰還目指す
埼玉県加須市に役場機能を移転して
いる福島県双葉町町議会は、福島県
内への役場機能の帰還を目指すこと
を決議した。

帰宅困難住民に賠償６００万円
政府の原子力損害賠償紛争審査会は
５年以上帰宅できない「帰還困難区
域」の住民に５年分の６００万円を
一括で賠償する事を決めた。

その他
島田市、がれき受け入れへ
静岡県島田市は岩手県大槌、山田両
町のがれき受け入れを発表。年間
５千トンの消却を目指し、受け入れ
時期や最終処分場は今後検討する。

がれき受け入れ国が財政負担
政府は全国の自治体へ震災で発生し
たがれきの受け入れを正式に要請。
財政的な負担を国でする考えも表明
している。

愛知県、がれき受け入れ方針
愛知県は震災がれきを受け入れる方針
を発表。中部電力碧南火力発電所内に
焼却施設を建設し埋め立てまで行う方
向で調整している。

　

東
京
都
の
技
術
ベ

ン
チ
ャ
ー
、
エ
ア
ジ

ャ
ッ
ジ
（
東
京
都
港

区
・
松
成
福
次
社

長
）
は
、
水
処
理
技

術
の
オ
ル
ガ
ノ
社
と

共
同
し
て
、
屋
内
に

侵
入
す
る
セ
シ
ウ
ム

を
99
％
以
上
除
去
で

き
る
（
オ
ル
ガ
ノ
社

テ
ス
ト
値
）
空
気
洗

浄
機
「
エ
ア
ワ
ッ
シ

ャ
ー
」
を
福
島
県
南

相
馬
市
内
に
販
売
開

始
し
た
。

Ｑ
・
福
島
で
の
活
動
は
？

　

妻
が
福
島
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

震
災
直
後
か
ら
「
子
供
た
ち
が
外
で
遊

べ
な
い
」
と
い
う
話
を
よ
く
耳
に
し
た
。

子
供
に
と
っ
て
「
遊
び
」
は
「
学
び
」

で
あ
り
、
心
を
作
る
こ
と
だ
と
、
病
児

保
育
を
通
し
て
実
感
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
す
ぐ
に
動
き
出

し
た
。
室
内
で
遊
べ
る
「
ふ
く

し
ま
イ
ン
ド
ア
パ
ー
ク
」
が
完

成
し
、
今
で
は
２
名
を
雇
用
し

て
い
る
。
通
常
は
ま
ず
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
あ
り
き
で
事
業
を
立
ち
上
げ

る
が
、
今
回
は
緊
急
性
が
高
く
、
ま
ず

立
ち
上
げ
る
こ
と
を
優
先
し
た
。
今
後

は
助
成
金
に
頼
ら
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
に
成

長
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
継
続
し

て
雇
用
を
生
み
続
け
る
こ
と
が
大
事
な

の
だ
か
ら
。

Ｑ
・
東
北
復
興
に
必
要
な
も
の
は
？

　

震
災
前
の
東
北
に
戻
る
こ
と
が
、
真

の
復
興
と
は
言
え
な
い
。
東
北
に
新
た

な
産
業
や
価
値
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
重

要
だ
ろ
う
。
外
部
か
ら
工
場
を
誘
致
し

て
、
雇
用
を
う
み
、
地
域
活
性
を
し
て

き
た
従
来
の
や
り
方
だ
け
で
は
な
く
、

も
っ
と
知
識
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
軸
と
し
た

「
内
発
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
が
必
要

だ
。
こ
れ
は
「
日
本
の
新
生
」
と
も
繋

が
っ
て
く
る
。

　

そ
こ
で
「
東
北
の
復
興
＝
日
本
の
新

生
」
の
鍵
を
握
る
の
が
、
小
さ
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
ベ
ン

チ
ャ
ー
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ
。
ま
ず
は
、
挑
戦

し
た
い
人
が
現
れ
や
す
い
環
境
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
作
っ
て
い
く
こ
と
。
志
を
持
っ

た
同
士
で
集
い
、
思
い
を
温
め
、
背
中

を
押
し
た
り
、
頑
張
っ
て
い
る
人
に
は

拍
手
を
送
る
。
そ
ん
な
、
ゆ
る
や
か
な
、

あ
ら
ゆ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
絡
み
合
う

よ
う
な
生
態
系
を
生
み
出
す
こ
と
が
第

一
歩
と
な
る
。

Ｑ
・
福
島
の
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
？

　

今
の
風
評
被
害
を
乗
り
越
え
、
産
業

的
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
経
済
的
な
リ
カ

バ
リ
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
、
僕
の
よ
う
に

福
島
出
身
で
は
な
い
け
れ
ど
、
福
島
に

関
係
し
、
愛
郷
心
と
志
あ
る
人
た
ち
を

ど
ん
ど
ん
集
め
る
。
そ
う
し
た
人
々
も

含
め
た
福
島
の
人
間
が
、
次
々
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
。
た
と
え

ば
、
農
業
県
と
い
う
特
性
を
生

か
す
に
も
、
よ
り
知
識
産
業
に

近
い
、
新
し
い
形
を
う
み
出
し

て
い
く
。
福
島
の
資
源
、
環
境

を
生
か
し
た
、
新
た
な
農
業
、

工
業
の
形
が
、
た
く
さ
ん
生
ま

れ
て
く
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
広

い
意
味
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
ず
起

こ
る
。
そ
う
い
っ
た
段
階
を
経
て
、
何

十
年
か
先
、
福
島
に
本
当
に
い
い
町
が

生
ま
れ
て
い
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
福
島

の
復
興
は
、
世
界
中
に
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

エ
ア
ワ
ッ
シ
ャ
ー
は
半
導
体

工
場
の
排
ガ
ス
処
理
技
術
を
応

用
し
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、

セ
シ
ウ
ム
の
他
、
ス
ギ
花
粉

（
99
％
）や
細
菌
や
カ
ビ（
97
％
）

の
除
去
効
果
も
あ
る
。

　

エ
ア
ジ
ャ
ッ
ジ
社
技
術
責
任

者
の
湯
之
上
隆
氏
に
よ
る
と
、

ま
ず
南
相
馬
市
内
の
学
校
施
設

や
線
量
の
高
い
一
般
家
庭
へ
普

及
さ
せ
、
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
今

後
量
産
体
制
を
整
備
し
て
行
く

方
針
だ
。

　

ま
た
同
社
は
平
行
し
て
、
瞬

時
に
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
検
出

で
き
る
た
ま
ご
っ
ち
型
子
供
用

線
量
計
を
開
発
中
だ
。
従
来
機

は
測
定
に
数
分
か
か
る
が
、
テ

ル
ル
化
カ
ド
ミ
ウ
ム
を
利
用
す

る
こ
と
で
瞬
間
検
出
が
可
能
に

な
る
と
言
う
。
被
災
地
で
一
人

一
台
携
帯
で
き
る
よ
う
に
価
格

は
５
千
円
と
し
、
２
０
１
２
年

５
月
の
リ
リ
ー
ス
を
目
指
し
て

い
る
。

　

放
射
線
被
害
や
除
染
の
先
行

き
が
見
え
ず
、
不
安
の
多
い
福

島
県
。
こ
う
し
た
革
新
的
な
技

術
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生

活
の
助
け
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

セ
シ
ウ
ム
99
％
カ
ッ
ト
の

空
気
洗
浄
機

家
庭
内
の
放
射
性
物
質
除
去
に
新
提
案

3月5日～3月20日

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す「
生
態
系
」が
、

東
北
の
復
興
＝
日
本
の
新
生
の
鍵
を
握
る

こまざき ひろ き

屋
内
の
セ
シ
ウ
ム
を
99
％
以
上
除
去
す
る

空
気
洗
浄
機
「
エ
ア
ワ
ッ
シ
ャ
ー
」

駒崎弘樹さん
NPO 法人
フローレンス代表理事
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●
三
菱
商
事
復
興
支
援
財
団 

復
興
支
援
助
成
金

【
対
象
団
体
】
東
日
本
大
震
災

の
復
旧
・
復
興
に
従
事
す
る
、 

（1）
社
会
福
祉
法
人
、
公
益
社
団

法
人
ま
た
は
公
益
財
団
法
人  

（2）
現
在
活
動
中
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ  

（3） 

（1） 

（2）
に
準
じ
る
と
当

財
団
が
認
め
る
非
営
利
団
体
。

【
対
象
事
業
】
被
災
地
の
復
旧
・

復
興
、
被
災
者
の
生
活
向
上

の
観
点
か
ら
現
在
活
動
し
て
い

る
団
体
の
中
で
、
活
動
実
績
や

今
後
の
活
動
計
画
を
総
合
的

に
判
断
し
決
定
。
対
象
期
間

は
２
０
１
２
年
４
月
１
日
～

２
０
１
３
年
３
月
31
日
。

【
助
成
金
額
】
１
件
あ
た
り
上

限
２
５
０
万
円

【
提
出
書
類
】
Ｈ
Ｐ
か
ら
入
力

【
応
募
締
切
】
４
月
27
日
（
金
）

17
時

【
Ｈ
Ｐ
】http://www.m

itsu
bishicorp-foundation.org/
prom

otion/subsidy.htm
l

【
問
い
合
わ
せ
】
三
菱
商
事
復

興
支
援
財
団 

℡0120

（266

）

285

（
４
月
27
日
ま
で
・
土
日

祝
日
除
く
９
～
18
時
）

●
Ｌ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ン

ク
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

【
対
象
団
体
】
６
ヶ
月
以
上
の

活
動
実
績
が
あ
る
団
体
（
法
人

格
は
不
問
）。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ

で
活
動
が
閲
覧
で
き
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
の
連
絡
が
可
能
な
団
体
。

※
年
間
予
算
が
１
億
円
以
下
の

小
規
模
な
団
体
を
優
先
。

【
対
象
事
業
】
復
興
支
援
活
動

お
よ
び
被
災
者
支
援
活
動
。
助

成
期
間
は
最
長
で
１
年
。

【
助
成
金
額
】
10
～
２
０
０
万

円【提
出
書
類
】
申
請
書

【
応
募
締
切
】
毎
月
末

【
Ｈ
Ｐ
】http://www.lush

japan.com
/inform

ation/
ethical/charity/index.asp

【
問
い
合
わ
せ
】(

株)

ラ
ッ
シ

ュ
ジ
ャ
パ
ン
チ
ャ
リ
テ
ィ
ポ

ッ
ト
係 

℡03(5781)9567   

Ｅ
メ
ー
ルcharity@lush.

co.jp●
全
労
済
地
域
貢
献
助
成
事
業

【
対
象
団
体
】
次
の

（1）
～

（3）
全

て
に
該
当
す
る
団
体　

（1）
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
任
意
団
体
等 

（2） 

４

月
３
日
時
点
で
、
設
立
後
１
年

以
上
の
活
動
実
績
を
有
す
る

団
体 

（3）
直
近
の
年
間
収
入
が

３
０
０
万
円
以
下
の
団
体
（
前

年
度
の
繰
越
金
を
除
く
）

【
対
象
事
業
】
環
境
分
野
ま
た

は
子
ど
も
分
野（
地
域
の
中
で
、

学
校
外
の
多
様
な
育
ち
を
応
援

す
る
活
動
）
で
、
２
０
１
２
年

７
月
20
日
～
２
０
１
３
年
７
月

19
日
に
実
施
す
る
活
動
。

【
助
成
金
額
】
１
団
体
あ
た
り

上
限
30
万
円

【
提
出
書
類
】

（1）
申
請
書 

（2） 

定

款
、
会
則
等
の
規
程 

（3）
役
員

名
簿 

（4） 

決
算
書
（
直
近
１
年

分
）

（5）
役
員
名
簿
ア
ン
ケ
ー
ト

【
応
募
締
切
】
４
月
３
日
（
火
）

【
Ｈ
Ｐ
】http://www.

zenrosai.coop/zenrosai/
topics/2012/120220.php

【
問
い
合
わ
せ
】
全
労
済
総
務

部
内 

地
域
貢
献
助
成
事
業
事

務
局 

℡03(3299)0161

℻ 03(5351)7772

Ｅ
メ
ー
ル90_eco@zenrosai.

coop

　

情
報
は
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
ま

で
言
わ
れ
る
中
、
今
回
の
震
災

で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
ど
の
よ
う
に
活
用

さ
れ
た
の
か
。
３
月
９
日
に
開

催
さ
れ
た
「
復
興
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、行
政
、

企
業
、
大
学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
識
者
が
登
壇
し
、
震
災

復
興
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
果
た

し
た
役
割
に
つ
い
て
議
論
が
行

わ
れ
た
。

　

徐
々
に
仲
間
が
集
ま
り
、
昨

年
末
に
は
中
通
り
３
地
区
で
、

か
ー
ち
ゃ
ん
た
ち
が
故
郷
の
餅

を
ふ
る
ま
う
「
結
も
ち
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
、
そ
し
て
３
月

上
旬
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第

２
弾
「
福
幸
焼
き
」
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
も
ち
米
は

新
潟
か
ら
、
福
幸
焼
き
で
使
っ

た
ネ
ギ
は
三
重
か
ら
と
、
各
地

か
ら
原
材
料
の
支
援
も
届
く
。

彼
女
た
ち
が
避
難
先
で
つ
く
っ

た
農
産
加
工
品
は
、
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
の
基
準
を
独
自
に
設
定
、

国
の
基
準
値
よ
り
も
き
び
し
い

20
ベ
ク
レ
ル
以
下
だ
。

　

今
後
は
「
か
ー
ち
ゃ
ん
の
店
」

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
そ
こ
を
拠

点
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
走
ら
せ

た
い
と
構
想
は
ふ
く
ら
む
。

　

か
ー
ち
ゃ
ん
た
ち
の
笑
顔
を

見
て
い
る
と
元
気
に
な
れ
る
と
、

五
十
嵐
さ
ん
。「
活
動
の
場
を

得
て
、
一
人
ひ
と
り
が
笑
顔
と

生
き
が
い
を
と
り
戻
し
始
め
て

い
ま
す
。
奪
わ
れ
た
も
の
が
多

か
っ
た
か
ら
こ
そ
の
笑
顔
だ
と

思
い
ま
す
」。

て
し
ま
っ
た
。

　

そ
ん
な
女
性
農
業
者
た
ち
が

「
い
つ
ま
で
も
泣
い
て
は
い
ら
れ

な
い
」
と
、
地
域
の
人
々
の
協

力
を
得
て
「
か
ー
ち
ゃ
ん
の

力
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち

上
げ
た
。
福
島
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ほ
う
ら
い
か
ら
、
拠
点
と
な

る
「
あ
ぶ
く
ま
茶
屋
」
を
借
り
、

昨
年
11
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
。

最
初
に
や
っ
た
こ
と
は
、
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
た
仲
間
を
探
し
歩

く
こ
と
だ
っ
た
。「
飯
館
、
浪
江
、

葛
尾
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
い

ろ
い
ろ
な
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
。

で
も
、
皆
が
ど
こ
に
避
難
し
て

い
る
か
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で

す
」
と
事
務
局
の
五
十
嵐
裕
子

さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
「
東
日
本
大
震
災
と
原
発

事
故
で
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷

を
後
に
し
ま
し
た
。
農
地
も

加
工
所
も
失
い
ま
し
た
。
仲

間
も
ち
り
ぢ
り
に
な
り
ま
し

た
。
で
も
、
も
う
負
け
て
は

い
ら
れ
な
い
。
あ
ぶ
く
ま
地

域
の
復
興
の
た
め
、『
か
ー

ち
ゃ
ん
』
た
ち
が
立
ち
上
が

り
ま
し
た
」（「
か
ー
ち
ゃ
ん

の
力
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）

　

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能

汚
染
で
食
の
安
全
性
が
揺
ら

い
で
い
る
福
島
県
。
と
く
に
大

き
な
打
撃
を
受
け
た
の
は
「
地

産
地
消
」
や
「
土
づ
く
り
を
通

し
た
有
機
栽
培
」
に
こ
だ
わ
っ

て
き
た
農
家
だ
。
福
島
県
東
部
、

あ
ぶ
く
ま
地
域
と
呼
ば
れ
る
地

区
で
は
、
多
く
の
女
性
農
業
者

が
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
特
産

品
や
料
理
の
開
発
・
販
売
を
行

な
い
、
地
域
お
こ
し
の
主
役
と

し
て
活
躍
し
て
き
た
。
し
か
し
、

原
発
事
故
で
避
難
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
仲
間
は
分
散
、
技
術
や

知
恵
を
生
か
す
場
所
も
失
わ
れ

ふ
く
し
ま
を
生
き
る 

被
災
者
支
援
の
現
場
か
ら 

―
― 

③

か
ー
ち
ゃ
ん
た
ち
の
力
で
、
地
域
に
元
気
を
！

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

　

災
害
時
、
公
共
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
は
、
情
報
を
求
め
て
通

常
の
10
倍
以
上
の
ア
ク
セ
ス
が

集
中
す
る
と
い
う
。
安
心
や
安

全
の
た
め
に
必
要
な
情
報
に
、

市
民
が
常
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

状
態
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
が
、
急
増
す
る
サ
ー
バ
ー
負

荷
へ
の
対
応
は
行
政
だ
け
で
も

難
し
い
部
分
が
多
い
。
民
間
企

業
か
ら
の
支
援
を
受
け
る
こ
と

で
、
行
政
機
能
を
提
供
し
続
け

ら
れ
た
例
が
報
告
さ
れ
た
。

　

一
つ
は
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
サ
イ
ト
。
原
発
事
故
の
直

後
は
情
報
が
少
な
い
こ
と
も
あ

り「
東
京
に
い
て
も
危
な
い
？
」

「
そ
も
そ
も
日
本
が
危
な
い
？
」

と
い
っ
た
不
安
を
持
つ
人
が
多

く
、
文
科
省
は
民
間
が
冷
静
に

判
断
で
き
る
よ
う
に
放
射
線
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
情
報
を
適
切
に

発
信
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ

れ
を
文
科
省
の
サ
ー
バ
ー
だ
け

で
対
応
し
て
い
た
ら
サ
ー
バ
ー

ダ
ウ
ン
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
強

く
、
ヤ
フ
ー
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
レ
ゾ
ナ

ン
ト
な
ど
に
よ
る
ミ
ラ
ー
サ
イ

ト
構
築
な
ど
の
支
援
を
受
け
た

結
果
、
情
報
を
定
期
的
に
発
信

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
放
射
線
数
値
が
生
デ
ー
タ

の
ま
ま
で
は
市
民
に
伝
わ
り
づ

ら
い
た
め
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

が
そ
の
デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
化
す

る
な
ど
の
視
覚
化
の
支
援
を
、

24
時
間
体
制
で
行
っ
た
。

　

ま
た
、
行
政
か
ら
発
表
さ
れ

る
支
援
情
報
を
統
合
し
た
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
「
復
旧
・
復
興
支
援

制
度
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
、
Ａ

Ｐ
Ｉ
を
公
開
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
外
部
サ
イ
ト
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
な
ど
、
多
彩

な
チ
ャ
ネ
ル
か
ら
情
報
検
索
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
行
政
の

有
益
な
情
報
の
再
利
用
と
拡
散

が
進
ん
だ
好
事
例
と
言
え
る
。

業
種
を
超
え
た
支
援
者
間

の
情
報
共
有
を

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
被
災
者
ケ
ア
の

分
野
で
も
活
用
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
資
金
面
で
の
将
来
へ
の

不
安
や
人
間
関
係
の
ス
ト
レ

ス
、健
康
や
介
護
の
問
題
な
ど
、

被
災
者
を
と
り
ま
く
環
境
は
複

雑
だ
。
こ
う
し
た
中
、
医
療
と

福
祉
と
行
政
な
ど
の
他
職
種
が

連
携
し
た
総
合
的
な
支
援
が
求

め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
い

っ
た
個
人
に
関
係
す
る
情
報

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
先
が
独

自
に
持
っ
て
い
て
共
有
さ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
だ
。
そ
こ
を

ク
ラ
ウ
ド
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

を
活
用
し
て
共
有
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
業
種
や
業
態
を
超

え
て
連
携
で
き
る
仕
組
み
を
作

ろ
う
と
い
う
動
き
も
、
行
政
と

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
仕
組

み
に
よ
り
、
支
援
の
一
極
集
中

な
ど
の
ム
ラ
を
防
ぎ
、
必
要
な

人
に
ま
ん
べ
ん
な
く
支
援
の
手

が
渡
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
公
共
は
、
官
の

み
の
仕
事
で
は
な
く
、
企
業
、

大
学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
そ
れ
ぞ

れ
機
能
す
る
自
律
分
散
型
で
あ

り
な
が
ら
、
協
力
し
あ
う
体
制

が
必
要
と
な
る
。
分
散
し
た
主

体
同
士
を
有
機
的
に
つ
な
ぐ
役

割
を
担
う
こ
と
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
は

期
待
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

行
政
、
企
業
、
大
学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
協
力
し
あ
う
体
制
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
支
え
る

「
復
興
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
レ
ポ
ー
ト

取
材
・
文
／
遠
藤
惠
（
ふ
く
し
ま
連

携
復
興
セ
ン
タ
ー
）

笑顔いっぱいのかーちゃんたち。「かー
ちゃんの力・プロジェクト」の
問い合わせは、℡ 024（567）7273

「復興とＩＣＴ」カンファレンスの様子
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震
災
か
ら
１
年
。
し
か
し
被

災
地
の
経
済
活
動
は
順
調
と
は

言
え
な
い
。

　

被
災
３
県
（
岩
手
・
宮
城
・

福
島
）
の
主
力
産
業
で
あ
る
農

林
水
産
分
野
の
被
災
金
額
は
お

よ
そ
２
兆
２
８
３
９
億
円
。
沿

岸
部
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
こ

と
か
ら
「
漁
業
再
生
」
が
復
興

の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
が
、

ま
だ
ま
だ
苦
労
を
強
い
ら
れ
て

い
る
実
情
が
あ
る
。

　

農
林
水
産
省
の
発
表
に
よ
る

と
、
水
産
加
工
施
設
の
被
害
総

額
は
太
平
洋
側
７
道
県
で
１
兆

６
３
０
０
万
円
。
う
ち
66
％
を

宮
城
県
が
占
め
て
い
る
。
宮
城

県
で
は
食
料
品
出
荷
額
の
約
半

分
を
水
産
加
工
品
が
支
え
て
い

た
が
、
今
回
の
震
災
で
加
工
施

設
の
実
に
７
割
が
全
壊
し
た
。

更
に
08
年
の
漁
業
セ
ン
サ
ス
に

よ
る
と
漁
師
な
ど
の
海
上
従
事

者
よ
り
も
加
工
な
ど
の
陸
上
作

業
従
事
者
の
方
が
多
い
。
漁
師

の
み
な
ら
ず
、
加
工
業
を
始
め

と
す
る
「
陸
の
仕
事
」
の
再
生

が
復
興
に
は
不
可
欠
だ
。

　

し
か
し
多
く
の
事
業
者
に

　

マ
ル
ア
ラ
は
、
ホ
タ
テ
、
カ

キ
、
ワ
カ
メ
な
ど
水
産
加
工
品

の
製
造
・
販
売
を
行
う
地
元
の

有
力
企
業
だ
っ
た
。
加
工
過
程

で
廃
棄
さ
れ
て
い
た
め
か
ぶ
の

商
品
化
、
カ
キ
の
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、

時
代
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
対
応

が
評
価
さ
れ
て
い
た
が
、
５
つ

の
工
場
の
う
ち
４
つ
が
津
波
で

全
壊
。
現
在
は
、
残
さ
れ
た
１

つ
の
工
場
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

同
社
の
社
長
・
及
川
良
則
さ

ん
が
最
初
に
行
っ
た
の
は
、
南

三
陸
以
外
の
漁
場
か
ら
の
仕
入

れ
だ
。
マ
ル
ア
ラ
は
こ
れ
ま
で

南
三
陸
の
海
産
物
を
使
っ
た
加

工
品
を
製
造
・
流
通
し
て
い
た
。

し
か
し
、
商
品
が
流
通
し
な
い

こ
と
で
顧
客
が
離
れ
る
と
考
え

と
っ
て
、
工
場
の
再
建
が
大
き

な
壁
に
な
っ
て
い
る
。
原
因
は

３
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
地
盤

沈
下
の
影
響
で
震
災
前
と
同
じ

場
所
で
の
再
建
が
難
し
い
こ
と
。

移
転
す
る
か
ど
う
か
を
決
め
る

た
め
、
自
治
体
の
復
興
計
画
の

確
定
を
待
っ
て
い
る
事
業
者
も

多
い
。
次
に
、
移
転
を
決
め
た

場
合
で
も
、
平
ら
な
土
地
の
多

く
は
仮
設
住
宅
に
使
わ
れ
て
お

り
用
地
取
得
が
難
し
い
こ
と
。

３
つ
目
に
、
も
と
も
と
借
り
入

れ
を
し
て
い
た
多
く
の
企
業
に

と
っ
て
、
更
な
る
資
金
調
達
が

難
し
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

土
地
は
な
い
。
資
金
も
な
い
。

工
場
を
再
建
し
て
も
、
二
重

ロ
ー
ン
に
苦
し
む
。
こ
の
苦
し

い
環
境
下
で
は
、
当
然
再
建
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
見
え
な
い
。

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
工

場
を
流
さ
れ
な
が
ら
も
、
独
自

で
再
建
を
進
め
る
３
つ
の
企
業

で
あ
る
。
３
社
は
、
い
か
に
そ

の
壁
を
乗
り
越
え
た
か
。
そ
の

ポ
イ
ン
ト
と
、
い
ま
な
お
抱
え

る
課
題
を
有
識
者
の
コ
メ
ン
ト

と
共
に
探
っ
た
。

た
及
川
さ
ん
は
、
青
森
や
北

海
道
の
海
産
物
を
使
っ
た
加

工
品
を
製
造
、
既
存
顧
客
に

販
売
し
た
。

お
か
げ
で
、

南
三
陸
で
水

揚
げ
が
始

ま
っ
た
７
月

以
降
も
、
取

引
は
順
調
に

進
ん
だ
。

　

ま
た
顧
客

だ
け
で
な
く
、

仕
入
元
で
あ

る
漁
師
た
ち

の
再
建
に
も

力
を
注
い
だ
。

「
漁
業
の
復

旧
な
く
し
て
、

加
工
業
の
再

生
は
な
い
」

と
考
え
た
及

川
さ
ん
は
、

仕
入
元
で
あ

る
漁
師
に
代
わ
っ
て
船
や
種

を
調
達
。
当
面
の
生
活
費
に

し
て
も
ら
う
た
め
、
養
殖
業

者
が
抱
え
て
い
た
ワ
カ
メ
な

ど
の
在
庫
も
優
先
的
に
買
い
上

げ
た
と
い
う
。

　

加
工
業
に
不
可
欠
な
「
仕
入
」

「
販
売
」
機
能
の
維
持
・
回
復

に
注
力
し
た
同
社
だ
が
、
夏
以

降
は
経
営
革
新
も
図
っ
て
い
る
。

震
災
後
に
仕
入
れ
た
冷
凍
原
料

を
活
か
し
、
震
災
前
よ
り
も
高

付
加
価
値
の
製
品
を
開
発
。
こ

の
商
品
を
武
器
に
、
東
京
の
百

貨
店
や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
の
販
路
も
開
拓
し
た
。
稼
働

す
る
工
場
は
今
も
１
つ
だ
が
、

売
上
は
震
災
前
の
３
割
に
ま
で

土
地
・
設
備
・
資
金
、
問
題
を
抱
え
る
中
小
企
業
再
建
を
考
え
る

沿
岸
部
加
工
事
業
者
の
課
題
と
展
望

宮
城
県
３
社
の
実
例
に
見
る

水
産
加
工
業
の
被
害
状
況
と

難
し
い
再
建
へ
の
道

マ
ル
ア
ラ
（
株
）

（
宮
城
県
・
南
三
陸
町
）

運よく残された工場で事業再開。
経営革新と販路開拓に取り組む

回
復
し
て
い
る
と
い
う
。

　

当
然
、
課
題
も
あ
る
。
売
上

を
更
に
回
復
さ
せ
る
に
は
、
新

工
場
の
建
設
が
必
要
だ
。
し
か

し
高
台
に
土
地
が
な
く
、
用
地

確
保
が
難
航
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
地
域
産
業
の
再
生
を
見
据

え
た
同
社
の
動
き
は
、
金
融
機

関
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お

り
、
資
金
調
達
面
で
の
苦
労
は

少
な
そ
う
だ
。「
マ
イ
ナ
ス
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
だ
が
、
変
化
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
加
え
て
い
る
」
と

い
う
及
川
社
長
。
経
営
革
新
に

よ
る
、
さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

特 
集

実例1

被災者といえど競争社会にいるのだか
ら」と代表取締役の及川吉則さん

新商品「いか塩辛」450 円。刺身でも食
べられる新鮮な素材をあえて加工

新商品「牡蠣佃煮」980 円。震災前の商
品よりも、高付加価値・高価格に

創業

被害状況

従業員数

銀行 民間のファンド

３企業のプロフィール

自社工場の建設を断念し、空き
工場のレンタルに発想転換した

自治体の動きを待たず、
「自分に出来ることを」「スピー
ドを重視して」実施した

1. 地域産業のコアである漁業再
建に力を注いだ

2. 既存顧客との関係性維持に加
え、新規チャネルと新商品開発

再建の
ポイント

再建資金の
調達先

民間のファンド助成金（中小企業等
グループ施設等復旧整備補助事業）

6～ 7％程度
（仕入麺を販売）

（震災前）16名（現在）0名

工場、事務所、業務用冷蔵庫が
全壊被害総額２億円

昭和33年創業
社長の熊谷𢰝さんで3代目

丸光食品㈱宮城県・気仙沼市㈱石渡商店宮城県・気仙沼市
昭和32年創業
専務の石渡久師さんで3代目

工場、事務所、倉庫が
全壊被害総額６億円

（震災前）30名（現在）3名

10％程度
（仮設工場にて製造）

30％程度
（残った１つの工場にて製造）

（震災前）45名（現在）25名

工場5つのうち4つが
全壊被害総額２億円
（現在の価値で４億円）

昭和49年創業
及川吉則社長で2代目

マルアラ㈱宮城県・南三陸町

現在の売上
（震災前：100）
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気
仙
沼
の
代
表
商
材
で
あ
る

ふ
か
ひ
れ
を
50
年
以
上
も
扱
っ

て
き
た
石
渡
商
店
。
中
華
料
理

屋
で
大
皿
料
理
と
し
て
提
供
さ

れ
る
ふ
か
ひ
れ
と
は
異
な
り
、

「
小
さ
く
カ
ッ
ト
す
る
」「
同
じ

形
に
揃
え
る
」
な
ど
の
加
工
を

施
し
た
石
渡
商
店
の
商
品
は
、

天
皇
の
即
位
晩
餐
会
の
茶
わ
ん

蒸
し
に
も
使
わ
れ
た
。

　

石
渡
商
店
の
あ
っ
た
気
仙
沼

港
周
辺
は
、
今
回
の
震
災
で
大

き
く
地
盤
沈
下
し
た
。
従
っ
て

周
辺
の
事
業
者
た
ち
は
、
新
工

場
の
建
設
場
所
を
見
極
め
る
た

め
に
自
治
体
の
復
興
計
画
を

待
っ
た
が
、
石
渡
商
店
は
「
ス

ピ
ー
ド
重
視
」
で
再
建
を
進
め

た
。
代
表
の
父
に
代
わ
り
再
建

を
主
導
し
た
の
は
、
ま
だ
30
歳

の
専
務
・
石
渡
久
師
さ
ん
だ
。

　

創
業
50
年
超
。
気
仙
沼
唯
一

の
製
麺
会
社
・
丸
光
食
品
の
商

品
は
、「
丸
光
の
麺
」
と
し
て

地
元
で
愛
さ
れ
て
き
た
。
１
７

５
円
の
て
ん
ぷ
ら
う
ど
ん
か
ら

５
千
円
以
上
も
す
る
「
気
仙
沼

ふ
か
ひ
れ
ラ
ー
メ
ン
」
ま
で
幅

広
い
商
品
を
扱
っ
て
い
た
が
、

工
場
、
事
務
所
、
冷
蔵
庫
、
資

材
の
一
切
は
流
さ
れ
た
。

　

秋
に
は
工
場
用
地
が
見
つ
か

り
、
再
建
の
ス
タ
ー
ト
は
順
調

に
見
え
た
。
し
か
し
新
工
場
建

　

３
月
４
日
の
時
事
通
信
の

発
表
に
よ
る
と
、
被
災
３
県

で
廃
業
し
た
事
業
者
は
実
に

２
０
３
５
社
、
休
業
状
態
に

あ
る
事
業
者
は
５
０
３
９
社

に
も
上
る
と
い
う
。
自
治
体

の
復
興
計
画
が
進
ん
で
い
な

い
沿
岸
部
で
は
、
ど
の
場
所

で
再
建
す
べ
き
か
判
断
で
き

な
い
事
業
者
が
多
い
の
だ
と

い
う
。

　

今
回
紹
介
し
た
３
社
を
見

る
に
、
再
建
の
キ
ー
は
「
ま

ず
、
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め

る
」
こ
と
だ
ろ
う
。
い
ず
れ

も
自
治
体
の
復
興
計
画
を
待

た
ず
、
自
社
で
出
来
る
こ
と

を
進
め
た
こ
と
が
再
建
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一

般
社
団
法
人
Ｒ
Ｃ
Ｆ
復
興
支

援
チ
ー
ム
・
フ
ェ
ロ
ー
で
水

産
加
工
業
の
リ
サ
ー
チ
を
行

う
茂
木
崇
史
さ
ん
は
「
民
間

企
業
単
体
で
の
再
建
に
は
限

界
も
あ
る
」
と
も
語
る
。

　
「
宮
城
県
の
あ
る
水
産
加

工
会
社
は
、
被
災
を
免
れ
た

１
つ
の
工
場
を
稼
働
さ
せ
な

が
ら
、
そ
の
空
き
ス
ペ
ー
ス

　

先
手
を
打
つ
動
き
が
奏
功
し
、

夏
に
は
仮
工
場
用
の
用
地
を
確

保
。
８
月
に
は
仮
設
の
工
場
を

稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
だ
フ
カ
ヒ
レ
の
水
揚
げ
は
始

ま
っ
て
い
な

か
っ
た
が
、
海

外
か
ら
の
仕
入

品
を
流
通
さ
せ

る
こ
と
で
、
顧

客
と
の
パ
イ
プ

を
つ
な
い
だ
。

　

同
時
に
、
祖

父
が
持
っ
て
い

た
高
台
の
土
地

に
、
新
工
場
の

建
設
も
計
画
。

設
備
は
十
分
で

は
な
か
っ
た
が
、

「
ま
ず
始
め
る
」

こ
と
を
決
め
、

12
月
に
着
工
し

た
。
こ
う
し
た

他
の
業
者
を

リ
ー
ド
し
た
動
き
は
マ
ス
コ
ミ

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
気
仙
沼

の
ふ
か
ひ
れ
業
者
へ
の
支
援
の

受
け
皿
に
も
な
っ
た
と
い
う
。

　

ス
ピ
ー
ド
重
視
の
姿
勢
は
今

前
進
の
鍵
は
「
復
旧
」
と

事
業
の
新
し
い
形
態
づ
く
り

（
株
）
石
渡
商
店

（
宮
城
県
・
気
仙
沼
市
）

丸
光
食
品
（
株
）

（
宮
城
県
・
気
仙
沼
市
）

を
他
の
事
業
者
に
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。
ま
た
現
在
１
０

０
人
も
の
従
業
員
を
雇
用
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
現
在

の
売
上
規
模
に
は
見
合
わ
な

い
数
で
す
。
つ
ま
り
今
は
、

リ
ー
ダ
ー
の
志
に
よ
っ
て
町

が
支
え
ら
れ
て
い
る
状
況
な

の
で
す
」。

　

事
実
、
今
回
紹
介
し
た
３

企
業
も
、
再
建
に
多
く
の
リ

ス
ク
を
取
っ
て
い
る
。
彼
ら

に
は
漁
業
従
事
者
の
よ
う
な

補
償
も
な
い
た
め
、
再
建
過

程
で
体
力
に
限
界
が
こ
な
い

と
も
限
ら
な
い
。
逆
に
リ
ス

ク
を
最
小
限
に
留
め
る
た
め

に
は
、
地
盤
沈
下
し
た
土
地

の
か
さ
上
げ
な
ど
、
自
治
体

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
待
つ
こ

と
に
な
り
、
再
建
が
進
ま
な

い
。
こ
の
現
状
を
、
茂
木
さ

ん
は
こ
う
見
て
い
る
。

　
「
震
災
か
ら
１
年
経
ち
ま

し
た
が
、
現
場
で
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
『
復
興
』
で
は

な
く
、
ま
だ
『
復
旧
』
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自

治
体
は
復
興
計
画
を
早
急
に

高台の土地に作業場を建築し
先手を打つ方針で地域を牽引

後
も
変
え
な
い
と
い
う
石
渡
さ

ん
。
実
は
千
葉
県
銚
子
市
の
フ

カ
ヒ
レ
の
水
揚
げ
量
が
伸
び
て

お
り
、
今
回
の
震
災
で
逆
転
す

る
可
能
性
を
危
惧
し
て
い
る
。

「
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
動
き
が
、
気
仙

沼
の
ふ
か
ひ
れ
ブ
ラ
ン
ド
の
ア

ピ
ー
ル
に
な
れ
ば
」
と
30
歳
の

若
き
リ
ー
ダ
ー
は
地
方
産
業
の

再
生
を
も
見
据
え
て
い
る
。

確
定
さ
せ
、
事
業
者
が
再
建

で
き
る
場
所
を
つ
く
る
こ
と
。

ま
だ
復
旧
段
階
の
取
り
組
み

で
あ
っ
て
も
、
事
業
者
が
一

歩
を
踏
み
出
せ
る
下
地
に
な

る
と
思
い
ま
す
」。
そ
の
う
え

で
茂
木
さ
ん
は
一
社
で
は
立

ち
あ
が
り
づ
ら
い
事
業
者
に
、

グ
ル
ー
プ
化
を
推
奨
し
て
い

る
。

　
「
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
た
ら
、

中
小
企
業
は
グ
ル
ー
プ
で
戦

う
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
水
産
加

工
業
な
ら
加
工
団
地
な
ど
の

施
設
を
共
同
利
用
し
、
工
場

建
設
に
か
か
る
リ
ス
ク
を
軽

減
す
る
。
そ
の
上
で
、
複
数

の
事
業
者
が
一
体
と
な
り
、

商
品
開
発
や
交
渉
を
行
っ
て

い
く
。
６
次
産
業
化
ま
で
発

展
で
き
た
ら
、
地
方
の
中
小

企
業
の
新
た
な
モ
デ
ル
が
出

来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」。

　

こ
の
１
年
、
企
業
の
再
建

は
志
あ
る
経
営
者
に
委
ね
ら

れ
て
き
た
。
２
年
目
は
、
既

に
立
ち
あ
が
っ
た
リ
ー
ダ
ー

を
支
え
つ
つ
も
、
身
動
き
の

取
れ
な
か
っ
た
企
業
が
表
舞

台
に
出
る
た
め
の
支
援
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。

自社工場を諦めレンタルに。
発想の転換で操業開始を目指す

実例2

実例3

設
に
３
億
円
も
の
費
用
が
か
か
る

こ
と
が
分
か
り
、
年
商
１
億
円

程
度
の
同
社
は
、

資
金
調
達
に
苦
し

ん
だ
と
い
う
。

　

震
災
前
に
も
借

り
入
れ
が
あ
っ
た

た
め
、
融
資
に
応

じ
る
金
融
機
関
は

見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
被
災
場
所
に

所
有
し
て
い
た
土

地
も
、
地
盤
沈
下

に
よ
り
査
定
価
格

は
「
ゼ
ロ
」
と
な

り
、
担
保
に
は
な

ら
な
い
。
ま
た
助

成
金
を
使
っ
て
も

工
場
再
建
の
費
用

に
は
遠
く
及
ば
ず
、

「
千
年
に
１
度
の

大
災
害
に
も
関
わ
ら
ず
、
支
援

の
仕
組
み
は
従
来
通
り
だ
っ
た
」

と
社
長
の
熊
谷
𢰝
（
し
げ
る
）

さ
ん
は
語
る
。

　

結
局
、
自
社
工
場
の
建
設
を

断
念
し
た
こ
と
が
、
同
社
の
再

建
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
工
場

は
、
昨
年
廃
業
し
た
工
場
を
レ

ン
タ
ル
、
機
械
は
廃
業
し
た
製

麺
会
社
か
ら
譲
っ
て
も
ら
い
、

再
建
費
用
は
民
間
の
フ
ァ
ン
ド

会
社
を
通
じ
て
集
め
た
。
一
か
ら

つ
く
る
の
で
は
な
く
、
使
え
る
も

の
を
使
う
。
銀
行
の
融
資
や
助

成
金
で
は
な
く
、
民
の
力
で
資

金
を
集
め
る
。
発
想
の
転
換
が
、

再
建
へ
の
一
歩
を
拓
い
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
た
と
え
操
業
を
開

始
で
き
て
も
、
そ
の
後
の
事
業

が
安
泰
な
わ
け
で
は
な
い
。
同

社
の
取
引
先
の
実
に
８
割
が
被

災
し
た
た
め
、
今
後
は
内
陸
部

や
県
外
へ
の
販
路
拡
大
が
必
要

と
な
る
。
ま
だ
操
業
は
開
始
し

て
い
な
い
が
、
東
京
で
行
わ
れ

る
商
談
会
に
は
積
極
的
に
参
加
。

新
商
品
開
発
に
も
着
手
し
て
お

り
、
現
在
は
操
業
開
始
後
の
準

備
に
注
力
し
て
い
る
。

い
し     

わ
た

ま
る     

み
つ

専務取締役の石渡久師さん。「再建は
難しいのでは」という父を説得した

代表取締役の熊谷𢰝さん。職人でもある𢰝さん
は、毎朝４時に起きて仕込みを行う

仮工場で行われている加工作業の現場

新工場イメージ。「子供の代に津波はいらな
い」と新工場は高台に建設

震災前は通販カタログなどで好評だった
「気仙沼 海鮮ふかひれ生らーめん」

専務の熊谷敬子さんが震災直後に工場跡の
瓦礫の中から見つけた自社の包装紙
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　明るい店内で「いらっしゃいませ」の
声が聞こえる。
　場所は、福島駅北側にある複合型ショッ
ピング施設の一階の特設販売所。学生服
姿の高校生たちが、背筋を伸ばして立っ
ている。カラフルな布地の小物を手に持
ち、身につけ、声を出し商品をアピール
していた。人の流れが多いその一角に、
子ども連れの家族や買い物にきた婦人、
夫婦が足を運ぶと商品を指さして高校生
たちに質問をしている。
　ここで行われているのは、福島復興をモ
チーフとした商品の販売会。ビジネス教育
プログラム「Learning from Helping」に
参加した高校生たちが企画立案した商品
を自分たちで販売していた。並べられた
商品は３種類−ウェットスーツ生地を
使った携帯入れの「アマフィー」、同じく
ブックカバー、そして、人型をした木工バ
ランスパズルの「ラッキードール」。商品
を販売して得られた利益は、福島の復興
や福島の子どもたちのために使われる予

定だ。全ての商品のどこかしらに福島の
子どもたちが描いた絵がワンポイント施さ
れている。原色豊かなひまわり、もも、
野菜……。「子どもの絵には力があるから、
復興の要として取り入れよう」という意見
が通った。
　全て高校生が自分たちで、商品企画、
価格設定、事業計画書、商品デザインを
引いた。工場との交渉・発注も行い、商
品の質にこだわってやりとりも繰り返した。

「思っていたよりもすてきな商品に仕上
がった」とアマフィーを企画したチームの
佐藤陽平さんは話す。
　対面で販売してみて分かったことは多
い。お客さんに商品のことを伝えることの
大切さと難しさ。声のかけ方一つ、目線
の置き方などのちょっとしたことの違いに
も気づきがある。いろいろな工夫の中、
自分が発案した商品が売れたとき「とても
嬉しかった」と「ラッキードール」を作っ
たチームの松本恵実さんは笑う。
　このプロジェクトに参加した高校生の中

に、原発の避難区域内に学校があり転校
を余儀なくされた子たちがいた。明日も学
校に行くのが当たり前だと思っていた日常
が急に変わってしまったのだ。「実のとこ
ろ目的は、『お金もうけ』ではなく、あく
まで、高校生たちの教育と支援です」と
今回のプログラムを支援したＮＰＯ法人
マイビジョンの石黒さんは話す。昨日まで
当たり前だったことが、今日当たり前にで
きなくなってしまっている。そんな不連続
の中で生きていかなければいけない高校
生たちが自立していけるように、彼らの成
長を支えたいという思いがある。
　ある高校生は、今回のプロジェクトに

「自分が少しでも福島を支援できるなら」
という思いで参加を決めた。でも、その
本人が買ってくれた人からの「がんばって
ね」の一言に元気をもらい、「復興のため
に」と買ってくれた人の気持ちにふれて心
が温まる経験をした。人を支えたいという
想いが、巡って自分を支えてくれる……
そんな学びがあったのだと思う。

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

福
島
の
高
校
生
に
よ
る
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

"Learning from
 H

elping"

［3］写
真
・
文
＝
岐
部
淳
一
郎

相馬

南相馬

郡山

白河市

会津若松

いわき

福島市
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ＮＰＯをはじめとした
頑張ってる団体を紹介

な
ら
な
い
」「
適
切
な
支
援
機

関
に
つ
な
ぎ
、
被
災
者
を
孤
立

さ
せ
な
い
仕
組
み
を
整
え
た
い
」

こ
れ
が
事
業
ス
タ
ー
ト
に
あ
た

る
決
意
だ
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、「
社
会

的
排
除
」
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

人
々
。 

セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会

的
排
除
を
め
ぐ
る
テ
ー
マ
と
し

え
る
音
楽
や
絵
画
な
ど
育
み
の

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
と

い
う
。「
に
じ
い
ろ
ク
レ
ヨ
ン
が

来
る
日
は
、『
早
く
集
会
所
開

け
て
！
』
と
子
供
た
ち
が
来
る

ん
で
す
よ
」
と
仮
設
住
宅
団
地

集
会
所
の
管
理
人
さ
ん
が
嬉
し

そ
う
に
教
え
て
く
れ
た
。

　

柴
田
さ
ん
は
石
巻
市
で
育
ち

市
内
３
カ
所
で
の
絵
画
教
室
、

実
家
で
営
む
剣
道
場
で
の
指
導

な
ど
、
震
災
前
か
ら
地
元
の
子

供
た
ち
を
見
て
き
た
。し
か
し
、

始
め
か
ら
使
命
感
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
と
い
う
。「
外
の

団
体
が
活
動
を
止
め
て
い
く
の

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
地
元

　
「
た
だ
遊
ぶ
だ
け
じ
ゃ
な
い
、

こ
れ
は
子
供
た
ち
の
居
場
所
づ

く
り
事
業
な
ん
で
す
。
震
災
で

家
族
、
友
達
…
…
つ
な
が
り
が

切
れ
て
し
ま
っ
た
彼
ら
に
た
く

ま
し
く
生
き
て
欲
し
い
」
と
代

表
の
柴
田
滋
紀
さ
ん
は
思
い
を

語
る
。
遊
び
を
通
し
て
子
供
た

ち
に
寄
り
添
い
、
信
頼
関
係
を

　

昨
年
10
月
よ
り
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
と
し
て
仙
台
市
で
行
わ
れ

て
き
た
一
般
社
団
法
人
・
社
会

的
包
摂
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
代
表
・
熊
坂
前
宮
古
市
長
）

築
き
、
そ
こ
に
確
か
な
つ
な
が

り
を
つ
く
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
る
。

　

に
じ
い
ろ
ク
レ
ヨ
ン
は
画
家

と
し
て
活
動
す
る
柴
田
さ
ん
自

身
が
被
災
し
生
活
し
て
い
た
避

難
所
か
ら
始
ま
り
、
現
在
は
石

巻
市
を
拠
点
に
一
週
間
で
８
カ

所
の
仮
設
住
宅
を
巡
回
。
現
在

ま
で
活
動
に
参
加
し

た
子
供
は
の
べ
1
万

人
。
今
は
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
鬼
ご
っ

こ
な
ど
文
化
的
・
身

体
的
遊
び
に
よ
る
ケ

ア
中
心
の
活
動
だ
が
、

今
後
は
発
想
力
を
鍛

地
元
に
子
供
た
ち
の
居
場
所
を
つ
く
る

継
続
し
た
心
の
ケ
ア
を
重
視

全
国
一
斉

ス
タ
ー
ト

ピックアップ NPO ③

団体概要：宮城県石巻市を中心に震災によって受けた心の傷や、特異な生活
環境によって生じるストレスを、様々な遊びの活動を通してケアしている。
URL：http://nijiiro-kureyon.jp/

にじいろクレヨン（NPO 法人）

に
よ
る
「
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
サ
ー
ビ
ス
が
、
3
月
11

日
か
ら
全
国
35
の
地
域
セ
ン

タ
ー
の
開
設
と
共
に
開
始
さ
れ

た
。
被
災
地
の
首
長
が
発
起
人

と
な
り
、
厚

生
労
働
省
の

モ
デ
ル
事
業

と
し
て
、
国

か
ら
の
補
助

を
受
け
て
行

わ
れ
る
。

　
「
せ
っ
か
く

一
度
は
助

か
っ
た
命
を

失
わ
せ
て
は

て
、
生
活
・
仕
事
・
お
金
・

心
・
病
気
・
教
育
な
ど
19
の
領

域
に
分
け
、
電
話
相
談
か
ら
直

接
的
な
自
立
サ
ポ
ー
ト
ま
で
、

幅
広
い
支
援
に
取
り
組
む
。
具

体
的
な
サ
ポ
ー
ト
内
容
は
、
①

24
時
間
の
無
料
電
話
相
談　

②

全
国
の
地
域
支
援
資
源
リ
ス
ト

作
成　

③
問
題
解
決
の
た
め
の

専
門
職
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
確
立 

の
３
点
だ
。

岩
手
県
で
待
望
の		

遠
野
セ
ン
タ
ー
が
稼
働

　

よ
り
そ
い
支
援
の
体

制
が
弱
い
と
さ
れ
て
い

た
岩
手
県
に
お
い
て
は
、

関
係
者
間
で
昨
夏
よ
り

同
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ

れ
て
き
た
。
本
事
業
の
地
域
セ

ン
タ
ー
公
募
後
、
盛
岡
市
に
加

え
後
方
支
援
の
拠
点
で
あ
る
遠

野
市
で
も
稼
働
、
被
災
地
か
ら

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
応
え
る
。
舵
を
と

る
の
は
、
大
関
輝
一
氏
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
自
立
生
活
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
・
も
や
い
」
で
社
会

的
弱
者
・
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立

支
援
に
携
わ
り
、
今
回
の
震
災

で
は
大
船
渡
モ
デ
ル
と
し
て
注

目
を
集
め
た
大
船
渡
支
援
調
整

会
議
（
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
を
主
催
す
る
人
物
だ
。

　

大
関
氏
は
、
現
在
の
被
災
地

が
抱
え
る
課
題
と
し
て
、
復
興

格
差
の
拡
大
を
懸
念
す
る
。
混

乱
期
を
脱
し
被
災
地
を
取
り
巻

く
環
境
が
安
定
し
て
く
る
中
で
、

生
活
再
建
の
準
備
が
で
き
た
人

か
ら
仮
設
住
宅
を
去
っ
て
い
く

が
、
一
方
で
取
り
残
さ
れ
る
人

も
出
て
く
る
。
彼
ら
を
ど
う
支

え
て
い
く
の
か
、
そ
れ
が
被
災

地
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
。

「
日
本
社
会
は
、
例
え
ば
仕
事

が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
生

活
に
困
窮
し
て
し

ま
う
と
、
本
当
の

原
因
を
探
ら
ず
に
、

『
そ
の
人
が
悪
い
』

と
当
人
に
原
因
を

求
め
る
自
己
責

任
論
が
強
い
社
会

で
す
。
し
か
し
長

引
く
不
況
と
大

震
災
に
よ
っ
て
多

く
の
人
が
仕
事
や

生
活
の
基
盤
を
失

い
、
い
ま
だ
に
多

く
の
人
が
生
活
再

建
で
き
ず
に
い
る

厳
し
い
現
実
は
、

日
本
の
福
祉
制

度
や
被
災
者
支

援
施
策
が
機
能

し
な
い
こ
と
と
、

人
々
を
支
え
る

支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
の

蓄
積
や
経
験
豊
か
な
支
援
者
が

圧
倒
的
に
足
り
な
い
と
い
う
、

日
本
社
会
の
脆
弱
さ
を
露
呈
し

ま
し
た
。
今
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱

え
て
、
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
人

に
よ
り
そ
い
、
一
緒
に
悩
ん
で

く
れ
る
人
、
そ
し
て
彼
ら
を
支

え
る
し
く
み
で
す
」
と
大
関
氏

は
指
摘
す
る
。
今
回
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
事
業
は
、
そ
う
し
た
社

会
状
況
を
背
景
に
、「
抱
え
込

ま
ず
に
頼
る
こ
と
」
の
大
切
さ

を
意
識
さ
せ
る
。
個
人
の
努
力

で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
が
社

会
に
は
存
在
す
る
が
、
そ
う
し

た
問
題
を
抱
え
た
人
へ
の
受
け

皿
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

「
被
災
地
の
人
々
と
協
力
・
連

携
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く

り
、
自
立
再
建
が
難
し
い
人
も

相
談
で
き
る
支
援
体
制
を
つ
く

る
こ
と
。
そ
し
て
支
援
を
必
要

と
す
る
人
に
よ
り
そ
え
る
人
材

を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
セ
ン

タ
ー
の
目
標
で
す
」。
被
災
地

の
課
題
の
解
決
に
向
け
、
大
関

氏
の
思
い
は
熱
い
。

　

被
災
か
ら
一
年
。
さ
ま
ざ
ま

な
状
況
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

す
る
中
で
、
被
災
地
で
社
会
か

ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
人
を
出
さ
な

い
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル

で
の
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
づ
く

り
を
目
指
す
、
セ
ン
タ
ー
の
挑

戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

“
被
災
地
の
悩
み
、

お
答
え
し
ま
す
”

24 時間
通話無料で

「
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
サ
ー
ビ
ス

厚
生
労
働
省
モ
デ
ル
事
業
・
社
会
的
包
摂
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
残
っ
て
や
る
の
は
自
分
し
か
い
な
い
と

思
っ
た
。
た
と
え
一
人
に
な
っ
て
も
10
年

は
活
動
す
る
」
と
決
意
を
明
か
す
。

　

子
供
た
ち
の
辛
い
、
悲
し
い
と
い
っ
た
体

験
が
い
つ
か
石
巻
復
興
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な

る
こ
と
を
願
い
、
活
動
を
続
け
て
い
る
。

体当たりで子供と向き合う柴田さん

岩手県に設置された遠野センターを
任される大関輝一氏

子供だけでなく保護者も一緒に遊ぶ姿も

親しみやすいデザインのホームページ。http://279338.jp/
よりそいホットラインは 24 時間通話料無料。0120（279）338
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③

参加者はのぼりの立つ店舗を時間で
まわっていく

男
女
の
出
会
い
を
提
供
し
、
商
店
街
を
活
性
化

の
一
つ
キ
ュ
ー
バ
へ
の
再
訪
。
し

か
も
カ
ス
ト
ロ
前
議
長
に
会
え

る
と
の
こ
と
で
、
４
号
の
仕
上

げ
を
全
て
任
せ
出
国
し
た
。
妻

よ
皆
よ
許
し
て
く
れ
。

　

キ
ュ
ー
バ
は
実
に
面
白
い
。

ソ
連
に
頼
り
、
砂
糖
を
輸
出
し

て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
経
済
は
、

ソ
連
崩
壊
で
一
変
す
る
。
石
油

は
以
前
の
３
割
し
か
入
っ
て
こ

な
い
、
ソ
連
製
の
発
電
機
は
部

品
が
調
達
で
き
ず
壊
れ
た
ま
ま
。

深
刻
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に

陥
っ
た
が
、
人
々
は
明
る
く
耐

え
た
。
ク
ー
ラ
ー
が
動
か
な
け

れ
ば
海
辺
で
夕
涼
み
を
し
、
停

電
に
な
れ
ば
歌
っ
て
過
ご
し
た
。

　

無
い
も
の
は
、
無
い
。
外
国

の
資
源
に
頼
ら
ず
に
循
環
型
の

経
済
を
作
り
上
げ
た
人
々
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
、
教

育
や
医
療
を
充
実
さ
せ
た
。
物

質
的
に
は
貧
し
く
と
も
、
生
き

る
こ
と
に
前
向
き
。
生
活
へ
の

不
満
は
あ
っ
て
も
、
将
来
へ
の

不
安
は
少
な
い
社
会
だ
。
困
難

に
立
ち
向
か
う
ス
ピ
リ
ッ
ト
に

感
銘
を
受
け
た
。

　

会
議
場
に
姿
を
現
し
た
フ
ィ

デ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
、
御
年
86
歳
。

ヨ
ボ
ヨ
ボ
の
お
爺
さ
ん
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
発
言
は
深
い
知
識

に
基
づ
き
、
具
体
的
か
つ
鋭
い
。

い
ま
な
お
民
衆
に
愛
さ
れ
、

フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ

る
指
導
者
と
苦
難
を
乗
り
越
え

た
国
民
た
ち
か
ら
学
ん
だ
も
の

を
、
今
後
の
新
聞
づ
く
り
に
も

役
立
て
て
い
き
た
い
。（
Ｙ
）

　

１
週
間
に
わ
た
り

キ
ュ
ー
バ
を
取
材
す
る

機
会
を
い
た
だ
い
た
。

世
界
を
旅
し
た
中
で
も
、

最
も
印
象
に
残
っ
た
国

　

地
域
に
密
着
し
た
大
規
模

な
合
コ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
街
コ

ン
」
が
、
昨
年
下
半
期
に
入
っ

て
急
増
し
て
い
る
。
出
会
い
の

場
の
創
出
と
街
の
活
性
化
を
目

的
と
し
て
、
商
店
街
や
飲
食
施

設
に
数
百
人
か
ら
千
人
以
上

を
集
客
し
、
参
加
し
た
男
女

は
数
軒
の
飲
食
店
を
飲
み
歩

く
。
岩
手
県
盛
岡
市
の
「
わ
ん

コ
ン
」
や
宮
城
県
仙
台
市
の

「
せ
ん
コ
ン
」
な
ど
、
各
地
で

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。 

　

成
功
例
の
一
つ
が
、
福
島
市

で
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い

る
「
福
コ
ン
」
だ
。
昨
年
７
月

に
第
１
回
、
10
月
に
第
２
回
、

今
年
１
月
に
第
３
回
を
開
催

し
、
集
客
は
そ
れ
ぞ
れ
約
２
千

名
、
２
千
３
０
０
名
、
３
千

名
。
４
月
28
日
に
は
第
４
回
が

開
催
予
定
で
、
予
測
集
客
数
は

約
３
千
名
、
こ
の
地
域
で
受
け

入
れ
ら
れ
る
最
大
限
だ
と
い

う
。
参
加
店
舗
数
は
初
回
が
38

店
舗
だ
っ
た
が
、
４

回
目
は
75
店
舗
ま
で

拡
大
す
る
見
込
み
だ
。 

　

実
行
委
員
長
の
福

地
雅
人
氏
が
「
福
コ

ン
」
を
立
案
し
た
の

は
昨
年
５
月
。「
震
災

に
よ
る
自
粛
ム
ー
ド

に
加
え
、
原
発
事
故

●難民を助ける会　活動報告会
「福島の人々の1年と、これから」
【日時】２０１２年４月４日（水）午後６

時３０分～８時（予定）【会場】難民を助

ける会　３階会議室（東京都品川区上大崎 

2 － 12 － 2）【内容】相馬市在住で自らも

被災した同会スタッフ横山恵久子氏からの

報告のほか、難民を助ける会が支援する団

体のメンバーをゲストに招き、福島の県外

に避難している方々の状況についても報告

する予定。定員５０名。参加費無料。

【主催】認定 NPO 法人　難民を助ける会

【申込・問い合わせ】難民を助ける会まで

お電話０３（５４２３）４５１１またはホー

ムページから【URL】http://www.aarjapan.

gr.jp/join/event/2012/0404_908.html

●三陸・大船渡　第１５回つばきまつり
 

【日時】開催中～４月１５日（日）まで（月

曜休館）【会場】世界の椿館・碁石（岩手

県大船渡市末崎町字大浜２８０－１）

【内容】大船渡市の花である椿を植栽展

示。世界１３カ国６００種類の椿が展示

され、現在は７～８割が見頃を迎えてい

る。つばきまつり期間中に大船渡市内の

宿泊施設に宿泊した客などに対し入館料

半額券を進呈。市立博物館にも入場でき

る共通入場券も。【問い合わせ】０１９２

（２９）４１８７（世界の椿館・碁石）【URL】

http://www13.ocn.ne.jp/~goishi/

※イベント情報随時募集中！
掲載ご希望の方はpress@h-u-g.jpまで。

盛
り
上
が
る「
街
コ
ン
」の
力

の
影
響
で
人
が
ど
ん
ど
ん
流
出

す
る
印
象
を
受
け
た
」
と
話

す
。
客
が
減
っ
て
危
機
に
陥
っ

て
い
る
飲
食
店
街
と
、「
一
人

は
寂
し
い
が
出
会
い
が
な
い
」

と
い
う
地
元
の
人
の
現
状
を
打

破
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
、
開
催
へ
踏
み
切
っ
た
。
初

回
に
参
加
し
た
店
舗
は
、
福
地

氏
が
経
営
す
る
商
業
ビ
ル
の
飲

食
店
テ
ナ
ン
ト
10
数
店
舗
を
は

じ
め
、
仲
間
が
経
営
す
る
店
舗

南
三
陸
町
戸
倉
地
区
で
は
仮
設
住

宅
団
地
ご
と
に
自
治
会
を
設
置
し
て
い

る
。
住
民
自
治
や
支
援
の
受
入
れ
を
行

う
自
治
会
に
と
っ
て
、
課
題
は
住
民
間

で
の
合
意
形
成
。
そ
の
中
で
活
躍
す
る

の
が
地
区
最
年
少
31
歳
で
自
治
会
長
を

務
め
る
須
藤
和
明
さ
ん
だ
。

須
藤
さ
ん
が
自
治
会
長
を
務
め
る

「
自
然
の
家
仮
設
住
宅
」
は
地
区
最
大

の
81
世
帯
が
集
ま
る
大
型
仮
設
。
意
思

決
定
に
は
12
人
の
班
長
と
の
合
意
が
必

要
だ
が
、ス
ピ
ー
ド
が
課
題
に
な
っ
た
。   

　
「
自
動
販
売
機
を
一
つ
置
く
に
も
班

に
。
難
し
い
で
す
ね
」。

　

多
数
決
が
通
じ
な
い
こ
と
も
。

「
賛
成
９
：
反
対
３
で
あ
っ
て
も

『
反
対
者
が
３
人
も
い
る
』
と
な
る
。

住
民
は
全
員
一
致
の
自
治
を
求
め

て
い
る
ん
で
す
」。

　

放
っ
て
お
け
な
い
性
格
、
と
い

う
須
藤
さ
ん
。「
年
長
者
が
会
長
を

す
れ
ば
も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
」

と
い
う
が
引
き
受
け
手
は
い
な

か
っ
た
。
結
果
、若
い
須
藤
さ
ん
は
、

年
長
者
の
意
見
に
は
真
摯
に
向
き

合
い
、
住
民
の
本
音
に
は
心
か
ら

寄
り
添
う
と
い
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
基
本
に
立
ち
返
っ
た
。

「
交
渉
の
と
き
は
頭
を
下
げ
て
ば
か

り
で
し
た
」
と
本
人
は
振
り
返
る

が
、
住
民
は
「
誰
も
が
未
経
験
の

仕
事
を
形
作
っ
て
く
れ
た
」
と
高

く
評
価
す
る
。
須
藤
さ
ん
の
活
動

は
、
町
の
自
立
を
大
き
く
後
押
し

し
て
い
る
。

年長者の意見に向き合い
住民の本音によりそう

南三陸町戸倉地区
「自然の家仮設住宅」自治会長

須
す と う 　 か ず あ き

藤和明さん (31)

長
全
員
の
合
意

が
必
要
。
で
も

支
援
側
は
ス

ピ
ー
ド
を
求
め

る
か
ら
、
時
に

は
独
断
で
判
断

し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
す
る

と
批
判
の
的

が
中
心
。
実
施
の
決
断
が
早
か

っ
た
こ
と
に
加
え
、
福
島
市
の

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た

た
め
、
思
い
切
っ
た
宣
伝
広

告
が
で
き
た
。
実
施
に
あ
た

り
、
地
域
か
ら
の
反
対
は
な

く
、
人
の
流
れ
が
で
き
街
が
賑

わ
っ
た
こ
と
で
参
加
を
希
望
す

る
店
舗
も
増
え
、
い
い
循
環
が

生
ま
れ
て
い
っ
た
。
福
地
氏
に

よ
る
と
、
参
加
者
の
お
よ
そ

５
０
０
名
ほ
ど
は
県
外
か
ら
の

来
訪
者
で
、
福
島
市
内
に
宿
泊

需
要
な
ど
も
創
出
し
て
い
る
。 

　

４
月
８
日
は
福
島
県
須
賀
川

市
で
「
須
賀
川
コ
ン
」
が
、
４

月
29
日
に
は
、
岩
手
県
久
慈
市

で
「
リ
ア
コ
ン
７
」
が
開
催
さ

れ
る
な
ど
、
今
後
も
被
災
地
域

が
主
催
す
る
街
コ
ン
は
ま
す
ま

す
盛
り
上
が
り
そ
う
だ
。

３月、拾得された写真の返却会が大槌町で開催された。大切な思い出を持ち主へ
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